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であるイソオキサゾロ [2 ， 3-α] ピリジニウム塩を単離することに成功し，反応機構を明らかにしている。
第三章では， [α] 型縮環ピシクロピリジンの一つであるインドリジン骨格に着目し，エチニルピリジ
ンのシクロ付加反応による新規合成法を確立しているO さらに，インドリジン誘導体のオリゴマー化反






















5) 3 位に官能基をもっ種々の 2 エチニルピリジンからの [b] 型縮環ピシクロピリジン類の新しい
合成ルートを多数開発するとともに，反応試剤や反応条件を変えることにより環サイズが制御できる
ことを解明し，本反応がビシクロピリジン類の効率的な選択的合成法となることを明らかにしている。
以上のように，本論文は従来合成することが困難であるといわれてきた数々の多官能ピリジン誘導体
の効率的な新合成法を確立したもので機能性物質の設計開発に重要な知見を与えた意義は大きい。こ
れらの成果は複素環化学関連分野だけでなく，広く合成化学や有機工業化学の分野に対して貢献すると
ころが大である O よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
